
と量継当
　まちのうごき

人口5，899人（一12）

　男　2，816人（一91

　女3，083人（一3）

世帯数1，723戸（一1）

　平成3年9月1日現在

　　　1　は対前月比

熊

簾ゆく牧＊

平成3年

10

第485号

　9月17日．例年どおり牧水祭が開催されました。

　当日は．歌碑祭に続いて4．6メートルの牧水銅像の除

幕が行われました。

　　　　栗の木のこずゑに栗のなるごとき

　　　　　　　　　　　　　　寂：しき患を我等とげぬる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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勢
黙
難
．
』

　
九
月
三
日
、
田
野
地
区
長
迫
の
耳

川
林
業
木
材
加
工
団
地
に
お
い
て
仏
野
・

山
神
・
石
仁
田
山
稜
線
林
道
の
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
起
工
式

は
、
東
郷
町
か
ら
西
郷
村
、
南
郷
村

を
経
て
椎
葉
村
に
至
る
林
道
の
早
期

完
成
と
工
事
期
間
中
の
安
全
を
祈
願

す
る
も
の
で
、
当
日
は
、
引
出
務
部

長
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
、
関
係

市
町
村
長
、
議
会
即
急
、
林
業
関
係
者

の
出
席
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
一
、

　
ま
た
林
道
の
概
況
は
次
の
と
お
り

で
す
．

o
位
置
等

　
東
郷
町
長
迫
を
起
点
に
、
珍
神
山

（
標
高
八
二
三
メ
ー
ト
ル
）
、
清
水

岳
（
標
高
一
二
〇
五
メ
ー
ト
ル
）
付

近
で
大
規
模
林
道
字
目
・
須
木
線
に

潔
＼＼撫

Y
、

　
　
　
接
続
し
、
さ
ら
に
尾
崎
山
（
標
古
璽

　
　
　
三
四
九
メ
ー
ト
ル
）
、
石
仁
田
山
（
標

　
　
　
高
＝
二
五
九
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
国

　
　
　
道
二
六
五
回
線
と
交
差
し
、
馬
口
舌

　
　
　
（
標
高
一
四
三
五
メ
ー
ト
ル
）
に
沿

　
　
　
っ
て
椎
葉
村
不
土
野
峠
に
至
る
約
八

　
　
　
（
）
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
林
道
で
す
。

　
　
　
東
郷
町
・
西
郷
村
・
南
郷
村
・
椎

　
　
　
葉
村
の
耳
川
流
城
の
南
部
に
位
置
す

　
　
　
る
、
約
四
万
三
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森

　
　
　
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
目
的
で

　
　
　
昭
和
六
十
【
年
に
構
想
が
打
ち
出
さ

　
　
　
れ
ま
し
た
．
．

　
　
　
　
こ
の
林
道
に
か
か
る
森
林
利
用
区

　
　
　
域
面
積
は
、
約
八
千
七
百
ヘ
ク
タ
ー

　
　
　
ル
で
、
重
要
な
木
材
供
給
地
と
し
て

　
　
　
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
o
事
業
等

　
　
　
　
本
構
想
の
う
ち
、
東
郷
町
長
迫

　
　
　
　
か
ら
南
郷
村
滝
の
内
ま
で
の
二
二

　
　
　
　
・
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
平
成
二

撫　
　
　
　
年
度
に
広
域
基
幹
林
道
長
迫
・
小

　
　
　
　
原
線
と
し
て
開
設
工
事
に
着
手
し
、

　
　
　
　
さ
ら
に
、
南
郷
村
小
原
か
ら
西
郷

　
～
“

．
廼
剛撫

　
7
露
繍

村
又
江
の
一
五
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
平
成
三
年
度
に
広
域
基
幹
林

道
小
原
・
山
神
線
と
し
て
整
備
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
、
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国
保
だ
よ
り

、

交
議
事
鍍
に
あ
O
た
ら

　　

@　

@　

@　

H
9
く
届
出
【
を
L
▼
ま
し
よ
う
「

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
う
け
て
お
医
者
さ
ん
に
が
か
っ
た

場
合
で
も
国
保
を
使
っ
て
治
療
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
一
し
か
し
、

警
察
に
届
け
を
せ
ず
、
治
療
を
受
け

た
鍔
合
、
事
故
証
明
書
が
発
行
さ
れ

な
い
の
で
、
自
賠
責
に
請
求
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

届
出
を
す
る
こ
と

　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
警

察
に
届
け
る
と
同
時
に
役
場
の
国
保

係
に
も
届
出
（
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
届
け
が
な
い
ま
ま
診
療
を
う
け

よ
う
と
し
た
場
合
「
国
保
で
か
か
れ

ま
せ
ん
一
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
よ
う

○
届
出
に
必
要
な
も
の

　
保
険
証

　
印
か
ん

　
事
故
証
明
書

　
（
そ
ろ
わ
な
い
と
き
は
後
日
で
も

　
可
）

医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
う
け
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
は
被

害
者
に
過
失
が
な
い
か
ぎ
り
加
害
者

が
全
額
負
担
す
る
の
が
原
則
と
な
っ

て
い
ま
す
．
．
し
た
が
っ
て
、
保
険
診

療
し
た
場
合
に
お
い
て
も
加
害
者
が

負
担
す
べ
き
医
療
費
は
、
国
保
が
一

時
立
て
替
え
て
支
払
う
だ
け
で
、
あ

と
で
国
保
が
そ
の
医
療
費
を
被
害
者

に
な
り
か
わ
っ
て
加
害
者
に
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
、

示
談
は
慎
重
に

　
加
害
者
と
被
害
者
の
話
し
合
い
が

つ
い
て
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、

そ
の
示
談
の
と
り
き
め
の
内
容
が
優

先
す
る
こ
と
が
あ
り
、
示
談
の
成
立

以
後
は
、
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
．
、

　
で
す
か
ら
、
第
三
者
か
ら
傷
害
を

う
け
た
場
合
は
、
示
談
を
結
ぶ
ま
え

に
か
な
ら
ず
役
場
の
国
保
係
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
．
．

交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
の
心
得

　
ま
ず
お
ち
つ
い
て
く
だ
さ
い

　
つ
い
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
、
冷
静

な
判
断
を
失
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。

意
識
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
気
持
ち
を
お
ち
つ
か
せ

ま
し
よ
う
．
、

　
救
護
を
優
先
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
負
傷
を
し
た
と
き
は
、
周
囲
の
人

に
救
急
車
の
手
配
を
お
願
い
す
る
な

ど
、
救
護
を
最
優
先
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
相
手
の
確
認
を
し
ま
し
よ
う

▽
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
型
、
色
、
名
称

▽
運
転
者
の
氏
名
、
住
所
、
免
許
証
、

　
車
検
証

▽
営
業
用
は
会
社
名
、
所
在
地
、
電

　
話

▽
自
賠
責
、
任
意
保
険
の
加
入
の
有

　
無

　
目
撃
者
へ
協
力
の
お
願
い
を
し
て

　
お
き
ま
し
ょ
う

　
事
故
現
場
付
近
に
住
ん
で
い
る
人

や
、
通
行
し
て
い
る
人
で
目
撃
者
が

い
た
ら
、
証
言
な
ど
の
協
力
を
お
願

い
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
．
一

　
役
場
の
国
保
係
へ
届
け
出
ま
し
ょ

　
軸
つ

　
保
険
証
で
治
療
を
う
け
る
場
合
は

至
急
そ
の
こ
と
を
役
場
の
国
保
係
へ

届
け
出
て
、
第
三
者
に
よ
る
傷
病
届

を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
軽
傷
で
あ
っ
て
も
医
師
の
診
断
を

　
う
け
ま
し
ょ
う

　
た
い
し
た
け
が
で
な
い
と
思
っ
て

い
て
も
、
万
が
一
後
遺
症
が
あ
っ
た

ら
大
変
で
す
．
、
か
な
ら
ず
医
師
の
診

断
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

　
警
察
へ
届
け
ま
し
ょ
う

　
け
が
を
し
て
連
絡
で
き
な
い
な
ど

の
状
況
の
と
き
は
、
周
囲
の
人
に
お

願
い
し
て
派
出
所
や
】
一
〇
番
に
急

報
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
．
．
警
察
へ

届
け
て
事
故
証
明
書
を
も
ら
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

M

鍮
∂

n
響
一

　
　
甲
，
○

　
二

㌧
卜

礁
＿一

・
、
’

10

獅
ﾍ

「
高
年
齢
者
雇
用

促
進
月
間
」
で
す

　
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
高
齢

者
の
雇
用
就
業
の
場
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
重
要
な
国
民
的
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
例
年
十
月
を
「
高
年
齢
者

雇
用
促
進
運
動
月
間
」
と
定
め
て
、

六
十
歳
定
年
の
完
全
定
着
、
六
十
歳

定
年
を
基
盤
と
し
て
六
十
五
歳
ま
で

の
継
続
雇
用
の
推
進
、
再
就
職
の
促

進
等
総
合
的
な
雇
用
就
業
対
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
2
1
世
紀
は
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
、

高
齢
者
は
企
業
の
知
恵
袋
。

　
な
く
し
て
い
ま
せ
ん
か
貴
重
な
人

材
、
活
か
し
て
く
だ
さ
い
高
年
齢
者
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老
人
医
療

に
つ
い
て

付
添
看
護
承
認

申
請
は
事
前
に

　
付
添
看
護
承
認
申
請
は
、
付
添
を

つ
け
る
前
に
病
院
か
ら
の
意
見
書
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
．
．

　
基
準
看
護
を
行
な
っ
て
い
な
い
病

院
で
病
気
が
特
に
重
い
な
ど
の
と
き
、

付
添
看
護
の
費
用
が
老
人
保
健
法
で

定
め
ら
れ
た
基
準
額
に
つ
い
て
、
あ

と
で
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
　
〆

瓢
へ

・
5

r
ρ
〆
‘

ρ
〆
っ
｝

〆

いノ蒐
Q1

f

保
険
内
容
が
変
わ

っ
た
ら
変
更
届
出

を
忘
れ
ず
に

　
老
人
保
健
法
で
医
療
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
七
十
歳
（
一
部
六
十
五

歳
）
以
上
の
人
が
、
病
院
等
で
診
療

を
受
け
る
際
は
、
保
険
証
と
老
人
保

健
法
医
療
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き

使
用
す
る
保
険
証
の
内
容
が
変
更
に

な
’
．
た
場
合
は
、
役
場
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
。
例
え
ば
、
加
入
保
険
及

び
加
入
保
険
の
記
号
番
号
が
変
っ
た

場
合
、
住
所
が
変
っ
た
場
合
、
世
帯

主
が
変
っ
た
場
合
等
で
す
。

　
保
険
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
保
険
証
、
印
か
ん
を
持
参
の
上

速
や
か
に
変
更
の
届
を
し
て
く
だ
さ

い
、

国
民
年
金

基
金
制
度

　　

@
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
基
金
は
自
営
業
な
ど
の

方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
基
礎
年
金

の
上
乗
せ
給
付
を
行
う
新
し
い
公
的

な
年
金
制
度
で
す
。

o
加
入
資
格

　
県
内
に
住
所
が
あ
り
二
十
歳
～
五

十
九
歳
ま
で
の
国
民
年
金
第
］
号
被

保
険
者
（
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て

い
る
人
及
び
農
業
者
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
を
除
く
）
で
す
．
．

o
掛
金

　
掛
金
月
額
は
、
選
択
し
た
給
付
の

型
、
加
入
口
数
、
加
入
時
の
年
齢
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
．
、

　
詳
し
く
は
、
県
国
民
年
金
課
、
役

場
住
民
課
保
険
年
金
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

@　

ﾒ
誓
・

　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

一弱．

　
炊
き
込
み
こ
飯
は
、
季
節
感
あ

ふ
れ
る
”
料
理
”
で
す
。
ツ
ク
シ
や

タ
ケ
ノ
コ
な
ど
、
四
季
の
彩
り
が

ご
飯
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
見
て

い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
も
の
ー
ー

特
に
季
節
の
食
べ
物
が
豊
富
な
秋

　
　
　
　
　
　
し
ぬ
ん

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
旬
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
秋
と
い
え
ば
マ
ツ
タ
ケ
で

す
。
マ
ツ
タ
ケ
は
炊
き
込
み

ご
飯
の
”
王
者
”
で
す
が
、

ほ
か
に
も
シ
メ
ジ
や
マ
イ
タ

ケ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
キ
ノ

コ
ご
飯
が
楽
し
め
ま
す
。
栗

や
芋
、
ギ
ン
ナ
ン
な
ど
を
入

れ
て
も
い
い
で
す
ね
。

　
、
　
　
　
　
　
　
　
？

き
込
み
ご
飯
で
す
が
、
若
、

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
て
め
し

貴
重
だ
っ
た
時
代
は
「
噴
飯
」

い
い
ま
し
た
。

の
食
べ
物
し
と
か
「
雑
炊
」

う
意
味
で
、

か
さ
を
増
や
し
た

だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、

葉
の
干
し
た
も
の
、

山
菜
な
ど
の
雑
穀
も
、

て
炊
き
込
ん
だ
り
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
も
、
い
ま
で
は
健
康
食

品
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
炊
き
込
み
ご
飯
の
な
か
で
も
、

い
ろ
い
ろ
な
具
を
入
れ
た
五
目
飯

は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
の

で
、
家
庭
料
理
の
お
勧
め
メ
ニ
ュ

ー
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
食
事
の
栄
養
バ
ラ

ン
ス
で
す
が
、
最
近
の
日
本
人
の

食
事
は
、
魚
や
海
藻
な
ど
の
水
産

し
ま
は
こ
ち
そ
う
と
な
っ
た
炊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
糠
と
は
、
「
足
し
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い

　
　
　
米
に
何
か
を
混
ぜ
て

　
　
　
　
　
　
”
苦
肉
の
料
理
”

拶
匂
ラ
細

雪

干
し
芋
や
大
根
の

　
　
ア
ワ
や
ヒ
エ
、

　
　
　
米
に
混
ぜ

物
の
割
合
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。
十
月
は
「
魚
食
普
及

月
間
」
で
す
。
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
は
、
魚
の
お
い
し
い

季
節
　
　
成
人
病
な
ど
を
予

防
し
、
健
康
を
保
持
・
増
進

さ
せ
る
食
品
と
し
て
見
直
さ

れ
て
い
る
魚
介
類
に
、
も
っ

と
親
し
ん
で
み
た
い
も
の
で
す
ね
。

v葛謬
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つ
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　　　　　　　▼一日園長

　9月2日、坪谷中学校生徒会長の矢野理奈さんが

鈴峰園の一日園長を務めました一

　これは、老人ホームの役割りや必要性を広く知っ

てもらうために行われているものです。

　当日は、坪谷中学校の3年生全員が職員の業務を

体験しました．

，
・
．

　　　　　　▲キジを放鳥

　8月19日、休猟区内でキジの放鳥が行われました，

これは、東臼杵農林振興局が毎年行っているもので

今年も90羽のキジを放鳥しました，

し噸職㌧、

＜盆前出荷
　今年は8月7日から早期水稲の出荷が始まり、約

5600袋の出荷実績になりました。近年、持に盆前出

荷が叫ばれていますが、本町においても全体の約半

分が盆前に出荷されました、

　等級についても一等が若干多かったようです．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρφ　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ，　　　　　　　　　　　　　　　　　σψ　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　　　　，φ　　　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　　ρψ　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　oφ　　　　　　　　σo　　　　　　　σ9　　　　　　ρ，　　　　　ρψ　　　　’ψ　　　oφ　　ひφ　ρφθ，ψ

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ら
練
習
に
励
み
、

は
大
健
闘
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。
．

　
【
三
位
ま
で
】

〔一

ﾊ
〕
若
杉
健
司
・
男

子
A
㎜
m
・
1
1
秒
7
、
新

名
博
・
男
子
三
種
・
㎜
点
、

田
辺
英
雄
・
男
子
F
砲
丸

投
・
1
4
m
5
3
、
寺
田
紋
太

郎
・
男
子
G
砲
丸
投
・
1
2

m
9
6
、
甲
斐
由
美
・
女
子

A
㎜
m
・
1
4
秒
2
、
那
須

則
子
・
女
子
D
㎜
m
・
1
5

秒
3
、
甲
斐
由
美
・
女
子

走
幅
跳
・
4
m
5
6

〔
二
位
〕
池
田
平
美
・
男

　
　
　

子
E
蜘
m
．
6
分
2
8
秒
、

小
林
英
明
・
男
子
B
走
幅

～
東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会
～

　
八
月
二
十
五
日
、
南
郷
村
総
合
運

動
公
園
に
お
い
て
、
東
臼
杵
郡
民
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
郡
内
十
ヶ
町

村
か
ら
選
手
・
役
員
約
七
百
名
が
つ

ど
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
郡
民
の
連
帯
と
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
第
三

十
回
を
迎
え
ま
し
た
一

　
本
町
の
選
手
団
は
、
二
ヶ
月
前
か

　
　
　
　
　
　
大
会
で

跳
・
5
m
6
7
、
森
田
敏
勝
・
男
子
A

走
⊥
局
跳
・
l
m
6
9
、
甲
斐
由
美
・
小

川
好
美
・
那
須
則
子
・
寺
原
東
r
・

女
子
期
m
リ
レ
ー
・
5
8
秒
9

〔
三
位
〕
西
田
宗
吉
・
男
子
B
走
高

跳
・
l
m
5
5
、
西
田
宗
吉
・
男
子
B

砲
丸
投
・
1
1
m
1
7
、
小
川
好
美
・
女

子
C
㎜
m
・
1
5
秒
1
、
寺
原
束
子
・

女
子
蜘
m
・
3
2
秒
5

施国璽織叢寒
帯驚噛・＿
　　　　酬”嚇鱗噸 　蹄糎、㍗

蜘鴇
ﾍゴ蝉
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2
00

昔
ば
な
し
①

白
へ
び
と
地
蔵
さ
ん

r
島
嵩
＝
，
略
．
「
．
亀
…
ち
．
「
ぎ
．
毛
乙
．
｝
．
，
轟
i
，
奇
西
，
，
，
，
，
；
，
，

　
寺
迫
の
小
浜
と
庭
田
と
落
書
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
ド

う
と
こ
ろ
に
、
石
の
地
蔵
さ
ん
が
あ

　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
コ
ド
セ
　
ゴ

り
ま
す
．
、
こ
の
三
依
の
地
蔵
さ
ん
は
、

今
か
ら
二
百
五
卜
年
ほ
ど
昔
に
小
浜

利
兵
衛
と
い
う
人
が
た
て
た
も
の
で

す
．
一
村
の
人
た
ち
は
、
こ
の
地
蔵
さ

ん
を
と
ノ
、
も
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
．

　
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
、
こ
の
地
蔵
さ

ん
に
は
一
匹
の
白
ヘ
ビ
が
つ
い
げ
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

て
、
地
蔵
さ
ん
の
お
世
話
を
し
て
い

ま
し
た
　
あ
る
年
、
村
の
臼
姓
の
松

五
郎
さ
ん
が
、
田
植
え
の
こ
ろ
牛
を

＼
＼

＼

㎝㎝漏
斗
っ
て
田
ご
し
ら
え
を
し
て
い
た
時
、

急
に
牛
が
田
ん
ぼ
の
中
で
た
お
れ
て

動
か
な
く
な
っ
て
、
と
う
と
う
死
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
．
．
松
五
郎
さ
ん
の

家
で
は
去
年
、
お
ば
あ
さ
ん
が
山
へ

た
き
も
ん
取
り
に
行
っ
て
い
て
、
急

に
具
合
が
わ
る
く
な
り
重
い
病
人
と

な
り
ま
し
た
．
村
の
人
た
ち
は
二
年

つ
づ
き
で
不
運
に
あ
っ
た
松
五
郎
さ

ん
の
こ
と
を
心
配
し
ま
し
た
．
．

　
庭
田
の
地
蔵
さ
ん
は
白
ヘ
ビ
を
よ

ん
で
、
小
浜
と
落
鹿
の
地
蔵
さ
ん
を

こ
こ
へ
っ
れ
て
く
る
よ
う
に
言
い
ま

し
た
、
地
蔵
さ
ん
た
ち
が
集
ま
る
と

白
ヘ
ビ
は
．
「
松
五
郎
さ
ん
は
、
ふ
だ

ん
か
ら
大
変
や
さ
し
い
人
で
す
一
と

言
い
ま
し
た
。
三
体
の
地
蔵
さ
ん
は

　
　
　
ニ

い
ろ
い
ろ
相
談
さ
れ
て
、
　
「
松
五
郎

さ
ん
は
今
か
ら
山
へ
行
　
．
た
時
は
山

の
神
へ
、
田
ん
ぼ
へ
行
っ
た
時
は
田

の
神
へ
、
仕
事
を
は
じ
め
る
前
に
．
．

団

ぬ
一

一
－

　
　
　
　
　
　
r

　
　
　
　
　

確
）
）
塁
協
、
と

《
叡　　

／
一

　
　
ズ

、ゲ
r
　
ズ（

獲；彦，母
　ふコへ　　　　　ノ
嚢と、ξ｝し＼窪》二≦≧

山
の
神
さ
ま
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

田
の
神
さ
ま
、
お
世
話
に
な
り
ま
す

　
．
と
言
っ
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
一

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
白
ヘ
ビ
は
、
さ
っ
そ
く
地
蔵
さ
ん

た
ち
の
言
わ
れ
た
こ
と
を
松
五
郎
さ

ん
に
親
切
に
言
っ
て
き
か
せ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
松
五
郎
さ
ん
は
、
山
へ
行

っ
た
時
は
「
．
山
の
神
様
お
世
話
に
な

り
ま
す
一
、
田
に
行
っ
た
時
は
「
田

の
神
さ
ま
お
世
話
に
な
り
ま
す
一

と
．
ず
つ
レ
ニ
三
口
い
つ
づ
け
ま
し
た
。

ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
お
ば
あ
さ
ん
の
病

気
も
す
っ
か
り
よ
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
三
体
の
地

蔵
さ
ん
へ
の
お
れ
い
参
り
を
か
か
し

ま
せ
ん
で
し
た
、

　
白
ヘ
ビ
は
こ
の
よ
う
に
村
に
不
幸

な
こ
と
が
起
き
た
り
、
う
れ
し
い
こ

と
が
起
き
た
時
に
は
、
か
な
ら
ず
地

蔵
さ
ん
た
ち
に
申
し
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
地
蔵
さ
ん
が
あ
る
、
小
浜
と
庭

田
と
落
鹿
は
、
七
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

つ
つ
は
な
れ
て
い
て
、
立
派
な
道
が

と
お
っ
て
い
ま
し
た
。
白
ヘ
ビ
は
毎

日
、
三
体
の
地
蔵
さ
ん
を
た
ず
ね
て

「
ご
用
は
な
い
で
す
か
］
と
き
い
て

ま
わ
／
．
て
い
ま
し
た
、
白
ヘ
ビ
は
、

と
て
も
や
さ
一
｝
い
心
々
一
も
つ
イ
、
い
イ
」
、

地
蔵
さ
ん
に
っ
か
え
、
そ
し
て
村
の

人
た
ち
に
も
親
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

　
町
内
の
子
ど
も
さ
ん
た
ち
へ
今
月

か
ら
昔
ば
な
し
を
書
き
ま
す
。
ぜ
ひ

峠読

�
C
㌦
く
だ
さ
い
．
．

　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

枇
杷
の
実
の
た
わ
わ
に
実
る
裏
庭
を

見
つ
つ
偲
び
ぬ
亡
き
夫
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

身
罷
り
し
娘
の
化
身
か
オ
ニ
ヤ
ン
マ

お
盆
の
夕
べ
部
屋
に
入
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
r

首
垂
れ
て
屋
根
に
二
三
羽
鳴
も
膨
不

吉
な
声
と
今
日
落
ち
つ
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

茶
亡
君
へ
越
え
行
く
朝
の
石
峠
ダ
ム

は
五
月
の
山
を
写
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

精
霊
を
送
ら
む
と
来
し
耳
川
に
愁
の

ご
と
く
風
渡
り
来
る

議
穿
譲
員
／
副
鍵
輝
夫
淘

一
　
八
月
九
日
、
東
郷
町
議
会
臨
時
会

が
開
会
さ
れ
、
各
常
任
委
員
会
の
構

成
替
え
と
、
正
・
副
議
長
の
選
出
が

行
わ
れ
、
新
し
い
議
長
に
黒
木
九
一

議
貝
、
副
議
長
に
は
佐
藤
輝
夫
議
員

か
選
任
さ
れ
ま
し
た
．
、

議
長
黒
木
九
一
議
員

◎
為

副
議
長

佐
藤
輝
夫
轡
貝
一

覧ズ

n
タ

　
　
〔

匡

、
つ

こ“、
つ

と報町平成3年10月号’

地
響
越
鳥
駐
・

⑭
糖
尿
病
の
治
療

　
　
　
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

　
内
科
窪
田
博
文

　
今
月
は
糖
尿
病
の
治
療
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
．

　
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
も
最
初
は

食
事
療
法
と
運
動
療
法
で
治
療
し
ま

す
が
、
多
く
の
人
は
そ
の
怖
さ
が
分

か
ら
す
、
数
年
経
ち
ま
す
．
．
そ
し
て

空
腹
時
で
も
血
糖
値
が
二
百
を
超
す

よ
う
に
な
る
と
経
口
血
糖
降
下
剤
を

使
い
ま
す
．

　
こ
の
薬
は
糖
尿
病
を
治
す
の
で
は

な
く
、
単
に
血
糖
を
下
げ
て
そ
の
合

併
症
（
失
明
し
た
り
、
透
析
を
し
た

り
、
手
足
が
腐
っ
て
切
断
し
た
り
）

を
予
防
し
て
い
る
の
で
す
。
糖
尿
病

は
早
い
・
つ
ち
に
食
一
畢
・
運
動
療
法
ウ
一

は
じ
め
た
り
、
肥
満
を
標
準
体
重
に

も
ど
し
た
り
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
健

康
な
人
と
同
じ
人
生
を
歩
む
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
意
志
の
弱
い
人
は
経

口
血
糖
降
下
剤
を
使
い
は
じ
め
て
も

つ
い
食
べ
て
し
ま
う
の
で
す
、
そ
う

す
る
と
は
じ
め
は
一
錠
で
あ
っ
た
も

の
が
、
二
錠
、
三
碧
と
な
り
、
四
錠

と
な
り
ま
す
　
こ
の
薬
は
二
・
五
ミ

リ
で
す
の
で
四
錠
が
限
度
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
．
．
こ
れ
以
上
使
っ
て
も
下

が
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
で
も
血
糖

の
高
い
人
は
イ
ン
ス
リ
ン
を
注
射
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
よ
く
「
注
射

を
始
め
る
と
死
ぬ
ま
で
せ
に
や
な
ら

ん
の
じ
ゃ
ろ
う
」
と
い
う
患
者
さ
ん

が
い
ま
す
が
、
注
射
を
始
め
る
か
ら

死
ぬ
ま
で
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の

で
は
な
く
、
医
師
か
ら
言
わ
れ
た
時

点
で
も
う
体
が
イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌

し
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

合
併
症
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
注

射
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

も
し
そ
の
時
に
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を

嫌
が
れ
ば
、
合
併
症
は
非
常
に
は
や

く
進
行
し
ま
す
し
、
血
糖
値
も
二
百

と
か
三
百
と
高
く
な
り
ま
す
。
三
百

を
超
す
よ
う
で
あ
れ
ば
、
い
つ
意
識

が
な
く
な
っ
た
り
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
し
、
放
置
す
れ
ば
死
亡
し
た
り

し
ま
す
。
多
く
の
患
者
さ
ん
は
こ
の

時
点
で
病
院
に
担
ぎ
込
ま
れ
ま
す
が
、

治
療
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
点
滴
を
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
結
局
は
イ

ン
ス
リ
ン
注
射
を
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
こ
う
な
っ
て
か
ら
で
は
多

旦里

ﾌ
イ
ン
ス
リ
ン
を
必
要
と
し
ま
す

か
ら
、
　
　
早
期
に
始
め
て
い
れ
ば

一
日
一
回
の
注
射
で
済
ん
だ
の
に

一
日
に
二
回
か
三
回
の
注
射
を
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
食
事
に
も

非
常
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
、　

結
局
、
糖
尿
病
の
治
療
は
な
る
べ

A
T
車
の
運
転
ミ
ス

防
止
と
交
通
事
故
の
現
況

　
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
は
ア
ク
セ
ル

を
踏
ま
な
く
イ
、
も
ゆ
っ
く
り
動
き
出

し
ま
す
の
で
ギ
ヤ
操
作
は
必
ず
プ
レ

！
キ
を
踏
ん
で
行
い
ま
し
よ
う
・
、

　
一
時
停
止
は
ド
ラ
イ
ブ
の
ま
ま
で

も
フ
ッ
ト
ブ
レ
ー
キ
で
O
K
で
す
が

渋
滞
で
停
止
時
間
が
長
い
時
は
エ
ン

ジ
ン
に
負
担
を
か
け
な
い
た
め
に
も

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
切
替
え
ま
し
ょ
う
。

　
長
い
坂
道
で
は
「
2
」
「
1
一
を

特に多い人身事故
　　　〔6月末現在｝〈県警本部調〉

く
は
や
く
始
め
た
方
が
楽
な
治
療
で

済
む
の
で
す
．
．
自
分
は
肥
満
で
あ
る

と
分
か
っ
て
い
る
方
、
糖
尿
病
を
指

摘
さ
れ
た
方
は
、
早
い
う
ち
に
糖
尿

病
の
怖
さ
を
認
識
し
て
セ
ル
フ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
に
活
用
し
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ

の
効
果
を
利
用
す
る
と
安
全
で
す
。

交
通
事
故
の
現
況
（
六
月
末
統
計
）

　
高
齢
化
が
進
む
中
で
強
国
ま
た
県

内
で
も
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
事
故

が
増
加
し
て
い
ま
す
．
．
県
警
本
部
の

事
故
調
査
に
よ
る
と
別
表
の
と
お
り

東
郷
町
も
高
齢
者
事
故
が
多
い
よ
う

で
す
．
、
運
転
や
歩
行
に
十
分
注
意
し

て
～
・
だ
さ
い
，

　
ま
た
、
交
通
違
反
の
検
挙
者
も
東

郷
町
は
六
ヵ
月
間
で
合
計
一
八
八
件

市町村 持 徴

東郷町
歩行者の事故

w諶ﾒの事故

西郷村 人身事故4件 負傷7人

南郷村 〃　　1件 〃　1人

北郷村 な し

諸塚村 な し

椎葉村 人身事故1件 負傷2人

東郷町は県下で3位｛人口比〕

と
入
郷
で
ト
リ
．
フ
で
す
　
違
反
は
事

故
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
事
故
も
違
反
も
出
さ
な
い
よ

う
努
力
し
ま
し
ょ
う
．

居住地区別交通違反者数t6月末
無免

飲酒∫
速度

癆ｽ
　　　　7
ｳ視　卓．1塵土

信号．駐停ト時不通行追越．乗車’一・〆・穰

@　　　　　　　　禁止 し
　　　〆

s適べ．べ

ヤ
虹
窩
：
星
丈

日向 50 113 479 138…213342．171 142 46　351 245

門［il 14． 39 228 57　54　76 17 28 8　1（B　　　　． 5ア

東郷 2 12 63
11　5　34 5 14 3　25 14

西郷
一

10 32
2　2　11 9 13 2　17 1

南郷
一

13 22
3　　2　18 3 16 1　　8 3

北郷
一

lo 8 4　　5　9 1 4 1　　8

一　一　一　一　一　一

@　ア

諸塚
一

11 18
3　4　21 0 9 1　　6 2

椎葉
一

6 29
1　4　16 4 8 0　　4 3

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
（
八
月
累
計
）

1942 　　　　　　　　　　　　　傷故
1　10　1　8　31　141
　　　　　　　　　　　　　者

一48533　28　21　26　30　75　225　1（唾7 事物
故損

　
　
全
国
．
八
、
九
四
三
人

死
者

　
　
県
内
　
　
　
五
（
）
人
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住
民
健
診

　
十
月
の
住
民
健
診
の
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

o
児
洗
公
民
館

　
1
0
月
3
日
　
　
（
瞑
捜
・
一
松
露
）

　
受
付
時
問
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

O
大
工
野
集
落
セ
ン
タ
ー

　
1
0
月
8
日
　
　
（
下
村
・
山
内
・
オ

　
　
　
　
　
　
モ
ダ
カ
）

　
受
付
時
間
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

　
　
　
　
　
　
（
前
田
・
中
水
流
・

　
　
　
　
　
　
中
山
）

　
受
付
時
間
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

　
1
0
月
鎗
日
　
　
ρ
大
工
野
）

　
受
付
時
間
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

。
越
表
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
m
月
1
7
日
　
　
（
中
水
流
）

　
1
0
月
2
4
日
　
（
田
口
八
ッ
山
）

受
付
時
間
9
時
3
0
分
～
1
1
時

O
田
野
集
落
セ
ン
タ
ー

　
1
0
月
2
2
日
　
　
（
田
野
全
域
）

　
受
付
時
間
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

O
羽
坂
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
1
0
月
2
3
日
　
　
（
硯
野
・
羽
坂
・
沖

　
　
　
　
　
　
之
水
流
）

　
受
付
時
間
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

　
　
　
　
　
　
（
井
尻
・
小
長
野
・

　
　
　
　
　
　
深
瀬
・
樋
田
・
日

　
　
　
　
　
　
下
道
）

　
受
付
時
間
　
1
3
時
～
1
4
時

O
老
谷
地
区
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー

　
1
0
月
2
5
日
号
　
（
大
谷
・
小
野
田
第

　
　
　
　
　
　
一
、
第
二
）

　
受
付
時
間
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

。
小
野
田
公
民
館

　
1
0
月
2
5
日
　
　
（
又
下
一
、
二
・
又

　
　
　
　
　
　
4
1
、
上
・
住
宅
）

　
受
付
時
間
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

。
下
渡
川
公
民
館

　
1
0
月
3
1
日
　
　
（
下
渡
川
）

　
受
付
時
間
　
9
時
3
0
分
～
1
1
時

8

等
霞

4

そ
8
3

窃
り
ま
せ
ん
カ
？

　
町
観
光
協
会
で
は
「
牧
水
庵
」
の

そ
ば
を
町
内
で
確
保
す
る
た
め
生
産

者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
申
し
込
み
が
少
な
い
よ
う
で
す
．
、

　
量
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
販
売
で

き
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
観
光
協

会
事
務
局
（
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の

家
智
6
9
　
7
7
2
0
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
買
い
取
り
価
格
は
殻
つ
き

の
ま
ま
で
、
］
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

四
百
円
で
す
。一∠三二一＝＝＝三』

匹＿一．．．一

鞭ノ

行
政
相
談
所
開
設

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
役
所
や
公
社
・
公
団
な
ど
の
仕
事

に
対
す
る
国
民
の
方
々
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
を
解
決
し
て
い
く
の
が
「

行
政
相
談
委
員
」
と
「
総
務
庁
（
行

政
監
察
事
務
所
）
一
の
役
目
で
す
一
．

　
総
務
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
行

政
相
談
制
度
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
　
「

行
政
相
談
週
間
一
　
（
1
0
月
1
3
日
～
1
9

日
）
を
設
け
、
全
国
一
斉
に
各
種
の

行
事
を
行
い
ま
す
。

　
東
郷
町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政

相
談
所
を
開
設
し
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

▽
日
時

▽
場
所

▽
日
時

▽
場
所

　
相
談
の
内
容
は
、

道
路
・
交
通
安
全
・
登
記
・
農
地
・

消
費
者
保
護
・
郵
便
・
労
働
基
準
な

ど
の
国
の
仕
事
や
国
か
ら
委
任
、
補

助
を
受
け
て
い
る
県
・
市
町
村
の
仕

事
、
J
R
・
N
T
T
・
公
社
・
公
団
・

公
庫
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
　
「
．
納

得
で
き
な
い
」
、
　
「
こ
の
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
」
、
　
一
処
理
が
間
違
っ
て

い
る
一
、
　
「
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
か
」

「
処
理
が
遅
い
一
、
　
「
不
親
切
な
扱

い
を
受
け
た
」
な
ど
の
苦
情
、
意
見
・

要
望
に
つ
い
て
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
お
、
宮
崎
行
政
監
察
事
務
所
に

お
い
て
も
行
政
相
談
専
用
電
話
（
0

9
8
5
．
－
2
4
…
1
1
1
0
）
で
、
い

つ
で
も
み
な
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

、
両

10

獅
P
5
日
　
9
時
～
1
5
時

東
郷
町
役
場

10

獅
P
6
日
1
0
時
～
1
4
時

越
表
地
区
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー

　
　
　
年
金
・
保
険
・

繁
3
∫
、

平
成
三
年
度

　
　
　
産
業
文
化
祭

山口俊一相談員

　
今
年
の
産
業
文
化
祭
は
例
年
よ
り

一
週
間
は
や
く
な
り
十
一
月
二
日
・

三
日
と
な
り
ま
す
。

　　

@　

@　

@　

@
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
八
重
原
の
寺
原
千
代
栄
さ
ん
か
ら

　
（
昇
さ
ん
・
6
7
才
ご
逝
去
）

　
　
　
今
月
の
納
税
等

町
県
民
税
　
三
期

国
民
健
康
保
険
税
六
期

善
手

網
蒸
軸
逡
鞭

　
　
（
八
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名
父
の
名
住
　
所

山
口
項
太
　
智
　
小
野
田

結
　
婚
お
幸
せ
に

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
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